
1 

 

令和３年度 酒田市地域包括支援センター運営状況について 

                          令和４年７月 酒田市健康福祉部高齢者支援課 

１ 包括的支援事業  

 
地域包括支援センターの運営   

 地域包括ケアシステム構築へ向けた中核的な機関として各日常生活圏域に地域包括支援セン

ターを設置しています。地域包括支援センターの４つの基本業務（総合相談支援、権利擁護、包

括的継続的ケアマネジメント、介護予防ケアマネジメント）に加え、地域におけるネットワーク

の構築、地域課題の把握とその解決に向けて地域の関係機関との調整を行い、地域ケア会議の充

実に努めています。 

その運営業務については、日常生活圏域ごとに法人に委託して、事業実施方針を基に、十分に

その機能が果たせるように高齢者支援課と連携を取りながら対応しています。 

また、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生活を継続していくために必要となる、多様な

主体による生活支援・介護予防サービスの提供体制の整備をするため、地域の関係機関との調整

役を果たす第２層生活支援コーディネーターを配置し、地域包括ケアシステムの構築の推進を図

っています。増え続ける認知症高齢者を支える仕組み作りに取り組む認知症支援推進員を各包括

支援センターに配置し機能強化を図っています。 

 

   基 本 業 務 令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

(1)総合相談支援業務 １３,６３８（79.7） １４,１６４（80.2） １６，２３９（66.8） 

(2)権利擁護業務 ６９８ （4.1）    ５９１ （3.3）    ５３２（2.2） 

(3)包括的・継続的ケアマネジメント １,６７８ （9.8） １,８３９（10.4） ２，２９７（9.5） 

(4)介護予防ケアマネジメント １,１０３ （6.4） １,０７３ （6.1） ※５，２２４（21.5） 

相 談 内 容 計  １７,１１７ １７,６６７ ２４，２９２ 

                                 ※集計方法の変更により増加 

■相談者 

 令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

本人 ７,００４（40.9） ６,１７２（35.0） ９，３８３（38.6） 

家族・親族 ３,７０３（21.6） ４,０２１（22.8） ５，２７５（21.7） 

民生委員 ７２８ （4.3） ７７６ （4.4） ８３６（3.4） 

地域関係者 ４０９ （2.4） ４４２ （2.5） ４５１（1.9） 

事業所 ２,７６５（16.2） ３,３３７（18.8） ５，０２３（20.7） 

医療機関 １,１２７ （6.6） １,４３８ （8.1） １，６６４（6.8） 

行政 １,１８４ （6.9） １,２４９ （7.1） １，３７６（5.7） 

警察・金融機関   １１３ (0.5) 

その他 １９７ （1.1） ２３２（1.3） １７１（0.7） 

   計 １７,１１７ １７,６６７ ２４，２９２ 
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■相談対象者 

    令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

高齢者 一般 １２,１３４（70.9） １２,１５７（68.8） １７，７６９（73.1） 

 〃  精神    ７０５ （4.1） ８５６ （4.9）    １，０９２（4.5） 

 〃 認知症 ３,７０８（21.7） ４,１０３（23.2） ４，８０８（19.8） 

64歳以下一般 ２２２ （1.3） ２１３ （1.2） ２２３（0.9） 

 〃  精神 ２３５ （1.4） ２３６ （1.4） ２３７（1.0） 

 〃 認知症 １６ （0.1）  ４２ （0.2） ３５（0.1） 

事業所   ８６（0.4） 

その他 ９７ （0.5）  ６０ （0.3） ４２（0.2） 

   計 １７,１１７ １７,６６７ ２４，２９２ 

■相談方法 

 

 

 

 

  

   

 

 

（１）総合相談支援業務 

総合相談支援業務は包括支援センター事業の基盤的役割です。総合相談は、地域包括ケアとし

ての継続支援の入り口となり、高齢者に関する相談窓口を開設しており、高齢者の状況を把握す

るため調査を実施しています。また、地域内の団体や関係機関とのネットワークを構築します。 

①総合相談 相談内訳 

   令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

介護保険対象サービス ５,４２４（39.8） ６,２３７（44.0） ６，３８９（39.3） 

介護保険以外 １,１３１ （8.3） １,３５７（9.6） １，３６５（8.4） 

施設入所 ３８１ （2.8） ５０７ （3.6） ５７２（3.5） 

家族問題 ３０４ （2.2） ３４１ （2.4） ３２１（2.0） 

生活環境・経済問題 １,１１２ （8.2） １,０６１ （7.5） １，０１１（6.2） 

疾病・医療について １,７２７（12.6） １,８２７（12.9） １，９９４（12.3） 

実態把握（家庭訪問） ２,９９９（22.0） ２,１７１（15.3） ３，２８５（20.2） 

認知症に関すること   ５９６（3.7） 

その他 ５６０ （4.1） ６６３ （4.7） ７０６（4.3） 

   総合相談計 １３,６３８ １４,１６４ １６，２３９ 

 

②地域包括支援ネットワーク構築 

地域の高齢者の支援や見守りを行っている関係機関担当者と個別ケースの問題解決のために

多方面の視点での検討を行う地域ケア会議を開催しています。 

認知症については、認知症初期集中支援事業の実施にあたり、早期に認知症の鑑別診断が行わ

  令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

家庭訪問  ７,７３３（45.2） ６,５３２（37.0） ９，２０８（37.9） 

電  話  ７,４６６（43.6） ９,２９４（52.6） １２，５９０（51.8） 

来  所 １,３６２ （8.0） １,２０９ （6.8） １，３１６（5.4） 

メール   １２６(0.5) 

その他 ５５６ （3.2） ６３２ （3.6） １，０５２（4.3） 

計 １７,１１７ １７,６６７ ２４，２９２ 
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れ、速やかに適切な医療・介護等が受けられる初期の対応体制が構築できるように認知症が疑わ

れる人またはその家族を訪問し、初期支援を包括的・集中的に行う情報提供や協力をしています。 

・個別地域ケア会議・・・随時に開催し、個別課題の解決と地域課題の抽出 

・小地域ケア会議・・・地域ネットワークの構築や、地域づくり、地域資源の開発 

・地域包括ネットワーク会議・・・小地域ケア会議の機能をより広域に展開 

 

 ■地域ケア会議回数 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

個別ケア会議 ２９ １８ ２３ 

小地域ケア会議    ６４   ４９ ３６ 

地域包括ケアネットワーク会議 １５  ３ １１ 

   計     １０８      ７０ ７０ 

■認知症初期集中支援事業 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

対象者数 ５ ５  ５ 

 

  ③実態把握 

担当生活圏域に住む高齢者の実態を把握するため、地域のネットワークを活用した地域活動へ

の訪問・参加による情報収集のほか、高齢者への戸別訪問、家族や近隣住民からの情報収集をし

ています。また、７５歳到達者全員への訪問により、介護予防の早期対応や適切な支援、担い手

の発掘をします。 

■７５歳到達者全員への訪問 

 令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

訪問数(訪問実施率) ９２９（85.3） ７１０（74.7） １，３６２（99.6） 

                                     (不在の場合は、不在通知投函) 

  （２）権利擁護業務 

高齢者が地域で尊厳ある生活と人生を維持することができるよう、権利侵害の予防や対応、権

利行使の支援を専門的に行います。(養護者による高齢者虐待の状況は別紙) 

   令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

成年後見制度 １３６（19.5）     １１８（20.0）     １３９（26.1） 

高齢者虐待 ４３５（62.3） ４１３（69.9） ２７５（51.7） 

消費者被害 ４９（ 7.0） ２７ （4.5） ３０（5.6） 

事例検討会(虐待など)  ５ （0.7）  ３ （0.5） ３（0.6） 

その他 ７３（10.5） ３０ （5.1） ８５（16.0） 

     計 ６９８    ５９１       ５３２ 

①成年後見制度の活用 

    認知症等により成年後見制度の利用が必要と思われるとき、親族がいる場合は申立て手続きの

支援を行うＮＰＯと連携するなどして、確実に親族からの申し立てが行われるように支援します。      

②高齢者虐待の対応 

    相談・通報から「酒田市高齢者虐待対応マニュアル」に添って役割を把握し、介護保険課等と

連携して対応にあたります。 
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③消費者被害の防止 

消費者被害を未然に防止するため、消費生活センターと必要に応じて情報交換を行うとともに、

民生委員、介護支援専門員、訪問介護員等に情報提供をする。また、消費生活センターより消費

者被害の情報が随時寄せられた際は、包括支援センターを通じて圏域内への周知を行います。 

 

（３）包括的・継続的ケアマネジメント 

多様な生活課題を抱えた高齢者を包括的・継続的に支援できるよう、居宅介護支援事業所の介

護支援専門員に対して、包括的・継続的ケアマネジメントを実践できる環境整備と個々の介護支

援専門員へのサポートを行います。 

 令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

支援困難事例 ５０１（29.9） ５０８（27.6） ５３２（23.2） 

サービス担当者会議   ９２（5.5） ８８ （4.8） ９０（3.9） 

ケアプラン作成相談   ８３（4.9） ８５（4.6） １９６（8.5） 

ケアマネ支援 ２６８（16.0） ２５３(13.8) ２９８(13.0) 

退院支援 ３５９（21.4） ３７１(20.2) ４０２(17.5) 

その他 ３７５（22.3） ５３４（29.0） ７７９（33.9） 

   計 １,６７８ １,８３９ ２，２９７ 

 

（４）介護予防ケアマネジメント事業 

  介護予防マネジメントは、高齢者が要介護状態になることをできる限り予防するため、高齢者

自身ができることはできる限り本人が行うことを基本とし、予防プランを作成し、高齢者と家族、

関係機関、サービス事業者、主治医等と綿密な情報交換と連携を行い円滑に実施します。 

 令和元年度（％） 令和２年度（％） 令和３年度（％） 

予防プラン作成 ２４（2.2） ９ (0.8) １，３９１(26.6) 

サービス担当者会議   ２８２(5.4) 

サービス調整 １,０２７(93.1) ９７５ (90.9） ２，２３６(42.8） 

プランチェック          １６７(3.2) 

その他  ５２ (4.7) ８９ (8.3) １，１４８(22.0) 

  計 １,１０３ １,０７３ ５，２２４ 

 

 

２ 多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築 
（１）地域包括ケアシステムの構築 

各地域包括支援センターに第２層生活支援コーディネーターを配置し、情報共有や連携により

実効性のあるネットワークの構築を行いました。地域ケア会議の開催を通じ地域課題の整理、社

会資源の把握、インフォーマルサービスの整備等を行い、多職種協働による地域包括支援ネット

ワークを構築することによって、地域・関係機関で連携して、地域・関係機関の意識の高まりに

より問題の予防につながる、といったことができる地域づくりを目指しています。 

■地域づくり・資源開発機能 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

新たに構築された社会資源 ５７ ３１ ２９ 
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内容：・通所Ｂ型サービス設立・公共交通機関の移動の手段・各地域サロンいこいの場 

  ■担い手養成講座 

高齢者の居場所や通いの場をつくり、地域を支える人材の育成を目的に講座（全５回）を行い

ます。内容は、地域福祉や介護予防に関する講義、実施団体の見学と活動紹介、事例紹介などを

学び、グループに分かれて実際に事業計画を立案します。 

令和元年度は、担い手養成講座卒業生のスキルアップと、新規担い手の掘り起しを目的に講演

会を開催しました。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

修了者人数 ７１(講演会) 未実施 未実施 

■自立支援型地域ケア会議 

月１回自立支援型地域ケア会議を開催し、介護支援専門員等が作成した要支援、及び要介護

（１・２）のケアプランについて検討しています。高齢者がもつ心身の機能を維持、回復する力

を 最大限に引き出すにはどうすれば良いか話し合い、自立支援につながるケアプランになるよ

うに、理学療法士等の医療専門職から担当の介護支援専門員やサービス事業所等に助言を行いま

す。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

開催回数 １２ １０ １２ 

検討事例数    ３６ ３０ ３５ 

３ 指定介護予防支援  

   要支援（１・２）認定を受けた利用者に対し、予防給付ケアマネジメントを実施します。利用者

と地域包括支援センターで介護予防支援業務の契約を締結し、利用者の課題分析により介護予防ニ

ーズを明確化し、介護予防サービス計画書を作成します。 

       令和元年度 令和２年度 令和３年度 

介護予防支援数 ５,０１８ ５，６８０ ６，０９６ 

介護予防ケアマネジメント数  ７,６１０ ６，８７８ ６，６７６ 

 

４ その他 

（１） 一般介護予防事業 

一般介護予防事業は、高齢者の方がより健康な生活を送れるような目標を立て、さまざまな 

介護予防メニューを組み合わせ、生活機能の維持向上を図ることによって、できる限り住み慣れ

た地域で生活できるようにすることを目指します。 

 

  ■すこやかマスターズ事業（通所型介護予防事業） 

６５歳以上の方で、生活機能の低下が認められ、要介護状態等となるおそれがある方に対して、

デイサービスセンター等において介護予防プログラムを提供し、生活機能の維持及び向上を図り

ます。２時間のプログラムを、一人あたり週１回、１２回提供します。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

登録人数   ３６４ ２８０ ２５２ 

延参加人数   ５７１ ３７０ ４０３ 
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  ■しゃんしゃん元気づくり事業 

   ６５歳以上の方が、住み慣れた地域でいつまでも元気で暮らすことができるよう、介護予防や閉

じこもり防止を行う自治会または学区(地区)社会福祉協議会に対して補助金を助成します。補助条

件は、月１回以上開催、会場が地区内にあり、原則同一会場で、介護予防や健康づくりの内容を実

施することとしています。 

   令和元年度からは、過去に地域高齢者支え合い事業（福祉企画課）を利用した自治会等も、過去

利用分と合わせて最大５年間利用できることとしました。 

     令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実施団体数     ８５     ９２      ７５ 

延べ回数 ３,００７ ２,６７９ ２，６１０ 

延参加人数 ４０,４９４ ３１,７４２ ２９，２７２ 

 

 ■いきいき百歳体操（住民主体の通いの場）の支援 

介護予防の運動を利用して、住民主体の通いの場の立上げ、継続支援を行います。内容は、介護

予防の普及啓発と説明、体験会と体力測定の実施、体操のＤＶＤの無料貸出です。週１回以上、歩

いて行ける集会所等に通い、体操を実施する事で、運動機能向上、閉じこもり予防につながります。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

説明・体験会実施（回） １１  ６  ２ 

実施拠点数(立ち上げ延べ) １０５箇所 １０６箇所 １０９箇所 

備   考 Ｂ型移行分は除く Ｂ型移行分は除く Ｂ型移行分は除く 

 

【体力測定】 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

体力測定（回数）     ５９ １９ ３９ 

延実施人数    ６５９     ２１７ ４１３ 

 

【専門職支援】 

  令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実施回数      ２８      １１      １６ 

  延べ実施人数 ５５２     １７０     ２８４ 

 

■介護予防講師派遣事業 

地域のグループに運動・栄養・口腔ケア等の講師を派遣することにより、自主的な介護予防活動

を支援し、介護予防の普及を図ります。 

実施内容：地域で自主的な活動をする高齢者のグループ（おおむね１０人以上。自治会単位の老

人クラブ、サロン等も可。）に対して、年２回、講師を派遣します。 

  令和元年度 令和２年度 令和３年度 

回  数 １０５ ４３ ７９ 

参加者数 ２，６０２ ５１６ １，６８１ 

     

 

 

体力測定を希望した団体へ実施（握力､開眼片足立ち､5ｍ最大歩行速度､Time up ＆Goの４項目） 

1 年以上継続実施している団体に、専門職（理学療法士等）を派遣し、運動指導を実施。 
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■栄養口腔講座 

概ね６５歳以上の地域の組織や団体を対象に、低栄養、誤嚥性肺炎、認知症、フレイル（高齢者

の身体機能や認知機能が低下して虚弱となった状態）、要介護状態になることの予防や改善により

高齢者の生活の質の維持向上が図れることを知り、地域全体で介護予防に取り組むことを目的に講

座を開催します。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

開催回数  ６  ６ ２２ 

延参加人数 １７５ １４２ ３４６ 

 

■口腔機能向上普及啓発事業 

歯科衛生士が、高齢者の口腔機能維持・向上のために、誤嚥性肺炎予防、認知症、フレイル予防

として専門的な指導や助言を行い、一般高齢者や介護家族に口腔ケアについての普及啓発活動をし

ます。 

 

 

 

 

■体活・脳活元気アップ教室 

 ６５歳以上の方で、介護予防に興味のある方、下肢筋力の低下を感じる方に、中町にぎわい健康

プラザを会場に運動プログラムを提供し、運動機能の維持及び向上を図るものです。運動習慣を身

につけることにより、継続的な介護予防効果が期待できます。 

事業内容：週１回×１２回の年４クールを２コース、１コース定員２０名 

※Ｒ２年度以降は新型コロナウイルス感染症のため、1コース定員 15名 

実施内容：足腰を鍛え、バランス、歩行能力にアプローチする運動 

    令和元年度 令和２年度 令和３年度 

コース（全１２回）  ８  ６  ８ 

実参加人数 １５３ ８１ ９５ 

     

■元気シニアボランティア事業 

高齢者のボランティア活動を通じた介護予防を推進するため、介護保険対象施設や総合

事業 B 型通所型サービスでのボランティア活動の実績に応じた評価ポイントを付与し、地

域特産品等への変換を行う事業を実施する。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

元気シニアボランティア登録人数 １４ １７ ４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

開催回数 ４８ ２５ ２９ 

延参加人数 ９０３ ４７５ ４３８ 
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（２）認知症施策の推進 

■認知症サポーター養成講座 

認知症の人や家族が地域で安心して暮らせるよう、認知症を理解し、認知症の人や家族を見守る

「認知症サポーター」の養成を実施しています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

  回  数       ３６  １７ ２２ 

人  数      ５５７   ３３９ ３３３ 

累計人数 １３,０７３ １３,４０８ １３，７４１ 

 

■認知症カフェ「もしぇのん・あののんカフェ」 

認知症になっても住み慣れた地域で、尊厳のあるその人らしい生活を継続することができ、また、

認知症の家族への支援を図るため、各包括支援センターに配置している認知症支援推進員が、認知

症当事者とその家族が気軽に参加できる「認知症カフェ」を実施しています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

回 数 １４ １２ ９ 

人 数    １９４ １２１ ７２ 

 

■徘徊高齢者事前登録「安心おかえり登録」 

在宅で生活し、徘徊のおそれのある方の情報を登録し、行方不明になった際、早期に発見・保 

護できるよう支援します。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

登録者数(累計)     ５２０ ６０６ ３４１ 

 

■徘徊高齢者等見守り事業「見守りシール」 

安心おかえり登録者で希望する方にシールを配布し、徘徊高齢者等の早期発見・保護につなが

るよう実施しています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

登録者数    １３ 

 

■あんしん声かけ運動「さかた声かけ隊」 

認知症予防市民講演会および認知症サポーター養成講座などの受講者が登録し、認知症高齢者を

見かけた時に声をかけるなど、地域全体で温かく見守っていく声かけ運動を行います。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

登録者数(累計) ２,４３８ ２,６７５ ２，７９１ 

 

■介護家族者交流会 

居宅において、要支援・要介護の方を介護している方や認知症高齢者を介護している方の継続的

な介護を支援するために、意見交換の場を設けて介護者の精神的負担を軽減することを目的として

実施します。 
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   令和元年度 令和２年度 令和３年度 

回数（うち包括主催）   ２８（２２）    ２６（２１）    １８（１２） 

人数（うち包括主催）  １３９（９６） １４４（１０７） １３６（８９） 

 

（３）定例会議への出席、随時会議が必要な場合の開催要請 

定期的に包括支援センター長会議、また、研修会・勉強会の場として包括支援センター全体会議

を開催し、協議・情報交換を行っています。 

在宅医療・介護連携支援室ポンテ運営会議等での情報交換を通じ、医療と介護の切れ目のない支

援体制にしています。 

   令和元年度 令和２年度 令和３年度 

多職種連携の会議（ポンテ運営会議）  ４回 ６回 ４回 

研修会・ワークショップ等    １０回 １０回  ９回 

 

（４）課題別活動の取り組み 

保健師等、社会福祉士等、主任介護支援専門員、生活支援コーディネーター、酒田市が協働 

し、その専門性や知識を活かし、地域包括ケアの充実のため、圏域をオープンに課題別に活動 

を行います。必要に応じて会議を開催し、協議、情報共有を行います。また、全体が抱える地 

域課題に対し、職種をオープンにして解決に向けた取り組みを行います。 

課題別：・一般介護予防   

・ケアマネジメント 

・権利擁護 

・認知症   

・生活支援コーディネーター 
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令和３年４月～令和４年３月

◆養護者による高齢者虐待

相談・通報等の新規受付件数 18
4 9 75.0%
8 3 25.0%

虐待疑い 6 12 100.0%

※以下虐待と判断したものについて
①相談・通報者の内訳（複数該当あり） 3 25.0%

ケアマネジャー 19.0% 0 0.0%
介護保険事業所職員 0.0% 4 33.3%

近隣住民・知人 4.8% 1 8.3%
民生委員 0.0% 2 16.7%

被虐待者本人 4.8% 2 16.7%
家族・親族 9.5% 0 0.0%
医療機関 0.0% 12 100.0%
※警察 28.6%
その他 0.0%

市町村・包括職員 33.3% 5 41.7%
合　　計 100.0% 3 25.0%

3 25.0%
被虐待者本人 50.0% 1 8.3%
虐待者本人 16.7% 0 0.0%
家族・親族 33.3% 12 100.0%

合　計 100.0%

男　　性 33.3%
女　　性 66.7% 11 73.3%
合　　計 100.0% 0 0.0%

3 20.0%
③被虐待者の年齢 0 0.0%
　  ～６４歳（※） 8.3% 1 6.7%

６５～６９歳 0.0% 15 100.0%
７０～７４歳 16.7%
７５～７９歳 16.7%
８０～８４歳 25.0% ⑩分離の有無
８５～８９歳 8.3% 5 41.7%
９０歳以上 25.0% 7 58.3%
合　　計 100.0% 0 0.0%

12 100.0%

④被虐待者の要介護度（通報時点）

未申請（自立相当） 33.3% ⑪分離の内訳
未申請（認定相当） 8.3% 2 40.0%

要支援１ 0.0% 0 0.0%
要支援２ 8.3% 0 0.0%
要介護１ 16.7% 2 40.0%
要介護２ 16.7% 1 20.0%
要介護３ 16.7% 5 100.0%
要介護４ 0.0%
要介護５ 0.0%
合　　計 100.0%

3 33.3%
自立または認知症なし 14.3% 1 11.1%

自立度Ⅰ 28.6% 4 44.4%

自立度Ⅱ 42.9% 1 11.1%

自立度Ⅲ 14.3% 0 0.0%

自立度Ⅳ 0.0% 9 100.0%

自立度Ｍ 0.0%

不明 0.0%

合　　計 100.0%

経済的虐待1

※第２号被保険者 合　　　計

0
6
0
7
21

3

性格や人格・人間関係

合　　計
6

4
0
1
0
1
2

その他

合　　計

⑨虐待の種別（複数該当あり）

やむを得ない事由等による措置

その他

契約による介護サービス利用

分離なし

※性格や人格・人間関係によるもののうち虐待者側の要因4/5

身体的虐待

介護保険サービスの新規利用

介護保険サービスの見直し

医療機関への一時入院
その他

養護者に対する助言・指導

合　　　計

2
0

12

※警察への通報内訳

4

経済的要因

1

心理的虐待

②被虐待者の性別

介護世話の放棄・放任

令和３年度酒田市高齢者虐待の状況

夫

女　　性

⑥虐待者の性別
緊急事態

要介入

見守支援

虐待と判断した件数

⑦被虐待者と虐待者の続柄

その他

見守りのみ

性的虐待

合　　計

娘
息子の配偶者

分離あり

不　　明

緊急一時保護

合　　　計

⑫分離していない事例の対応（複数該当あり）

男　　性

合　　計

息子

⑧虐待の発生要因

その他

妻

介護負担
家族・親族との関係

3
1
3

8

7

0

0

0

1

2

0

⑤被虐待者の認知症高齢者の日常生活自立度（認定者）

3

2

1

12

2

12

2

4

0
0
2
2

1

1

 


